



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































[Commission sanitairedu quartierdu Jardin-des-Planteset la Commission de salu-
















































































年には222千人へと増加している。［E. C-ArgandonatetR. H. Guerrand,1976,
p. 69,J.Gaillard,p.152］
　1880年代はパリヘの人口集中が一段と加速し，それだけ労働者の住宅
難が顕著になった時代である。ガルニの増加率よりもその居住者の方が何
倍も大きいのは，その分過密の度合いが増したことを窺わせる。
　前述の不衛生な住環境に過密居住が加わって，ガルニは流行病の温床と
なった。コレラが多発したのは19世紀半ばまでだが，19世紀末には代っ
て結核の温床として注目されるようになる。この主題は第３章で扱うが，
一例だけ挙げると，パリ第４区（旧９区）の「第１番結核汚染地区」は，
今ではポンピドゥ・センターが建っている辺りだが，19世紀末から両天
畝間期までは，パリのなかで最も多くの結核死亡者を出した界隈であった。
この界隈を構成する幾本もの通りには，両側にガルニが軒を連ねていた。
例えば，シモンリレ・フラン通りの28番地から46番地まで，その向かい
側の同31番地から57番地まで，すべての建物がいずれもガルニであり，
いずれのガルニでも1894年から1917年までに30人から50人，最高で実
に77人もの結核死亡者を輩出していたのである。［パリ文書館　1427Ｗ］そ
の界隈にある他の通り，サン・メリ通り，サン・マルタン通り，ケンカン
ポワ通り，ブリーズ・ミッシュ通り，ジョフレ・ランジュヴァン通り，エ
チュヴ通りなどでも事情は同じで，結核死はガルニに集中的に現れていた。
（後述）
　パリの統治機構
　下級ガルニの衛生状態が，このように１世紀近くも改善されずにいたの
はなぜだろうか。そこには行政機構に関わる事情とパリの歴史的事情が深
く関与している。ナポレオン・ボナパルトが1800年にパリ市に与えた制
度は，次のような特殊なものであった。第１に，パリには市長をおかず。
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二人の国家官僚により統治されるとした。つまり，パリを含むセーヌ県を
統括する知事とパリ警視庁総監の二人が，それぞれ行政と治安業務を分担
したのである。このことは，パリが独自の権限をもつ自治体というよりも，
国家の強いコントロールをうける自治体であることを意味した。
　それゆえに，第２には，パリでは自治が極めて制限されていた。セーヌ
県議会は1800年２月17日法で設置が認められたもののーそれも任命制で
はあるがー，パリ市議会は七月王政期の1834年まで設置されなかった。
しかも，二月革命後，多くの市町村議会の議員が普通選挙で選出されたの
に，パリ市議会は中央政府による任命制であった。第三共和政が樹立され
ると事態に大きな変化が生じ，1871年にパリ市議会議員は「男子普通選
挙」で選出されることが定められ，また議会の権限も幾分は拡大した。だ
が，それでも完全に国家のコントロールから脱した訳ではなかった。［長
井伸仁, 1999,p. 43-44］。
　このように首都パリが特別扱いされたのは，贅言するまでもなく，パリ
が常に民衆蜂起や革命の中枢に位置し，パリ民衆が反権力的であったため
である。幾多の政治的変化はパリを震源地としていたから，政府も皇帝も
パリ民衆には，変わらぬ警戒心を抱き，できるだけその反抗心を押さえ込
もうとした。
　本題との関連で云えば，そうした「不穏分子」，あるいは「危険分子」
が巣食うのが下級ガルニであると判断され,警察の監視対象とされた。縷々
述べたように，下級ガルニには，地方からの出稼ぎ者，とくに建設労働者，
大工，土方，石工，日雇い人夫，道路掃除夫，煙突掃除夫，屑屋，そして
「正業」を持だない無頼漢，詐欺師，泥棒，娼婦などの底辺層が寄宿して
いた。彼らは定住的ではなく，「放浪する」性癖をもつとみなされていた。
これらの「下層民」をパリ警視庁は「危険分子」と見なし，警吏に毎週持
ち場のガルニを訪問させ，その経営者から居住者の情報を人手していた。
　要するに，19世紀を通じてガルニは常に治安の観点からは注視の対象
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ではあったが，その不衛生は黙認されていた，と云えよう。確かに，1832
年のコレラ流行後の数年間は，ガルニ経営者も借家人も，住居の清潔を促
す幾つかの規則を遵守した形跡はあったが，「喉元過ぎれば熱さを忘る」
の諺どおり，「コレラ侵人後12年の間に，ある者の無視と貪欲，他の者の
貧困と不潔さが，この泥沼のような放蕩生活を存続させ，堆積させた」の
である。［H.Bayard,1844,p.284］。
　第三共和政になると，漸く衛生面でも行政指導がなされるようになり，
ガルニに衛生的な居住条件を遵守させるような警察令が，相次いで出され
るようになるが，残念ながらそれを遵守するのは困難であった。
（次号に続く）
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